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〈午前１０時００分 開議〉 

 

○議長（五十嵐健一郎君） 

おはようございます。 

これより本日の会議を開きます。 

欠席通告議員はありません。 

定足数に達しておりますので、直ちに会議を開きます。 

 

日程第１．会議録署名議員の指名 

 

○議長（五十嵐健一郎君） 

日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 
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会議録署名議員には、９番、田原 実議員、１９番、髙澤 公議員を指名いたします。 

 

日程第２．一般質問 

 

○議長（五十嵐健一郎君） 

日程第２、一般質問を行います。 

きのうに引き続き、通告順に発言を許します。 

髙澤 公議員。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

髙澤議員。〔１９番 髙澤 公君登壇〕 

○１９番（髙澤 公君） 

おはようございます。創生クラブの髙澤でございます。 

１回目の質問を行います。 

市民の善意や労働に対する市の報い方に対する考え方と、会計支出項目における委託金、補助金、

借上料など、労務を伴わない支出についてを伺います。 

(1) 私は９月定例会の一般質問で、市から支払われている賃金・謝金・報酬などについて伺い

ました。その意とするところは、市民の善意による行政への協力に、市は十分報いているだ

ろうかとの思いがあったからであります。金額的には最低賃金をクリアしていても、そこに

交通費が含まれていたのでは、最低賃金を割り込む場合もあると思われます。 

  市民の努力にしっかりと応えてこそ、何かあったときに市民から協力も得られるものと思

います。 

  私はさきの一般質問のときに、青海地域の公民館支館長の無報酬問題を取り上げました。

そのとき、生涯学習課長は「支館長のご努力は十分に理解している。」と答弁されました。

市長も「調査をしてその後に対処する。」と答弁しています。 

  公民館の歴史を振り返ると、能生地域、糸魚川地域、青海地域とそれぞれ違った経過を歩

み、違った文化を持っているようです。 

  旧青海町では、いち早く教育委員会を立ち上げ、公民館制度を取り入れ、住民自治に力を

入れてきた歴史があります。 

  支館長のご労苦に報いるよう適切な報酬を支払うべきと思いますがいかがですか。 

(2) 一般会計歳出の支出項目には、職員がほとんど手をかけずに書類の正否だけで支出されて

いるものが多いように思われます。委託料、補助金、負担金、借上料、使用料、保険料等々

です。委託しなければならないものや、委託したほうが安上がりなもの、また、補助金を出

して育成しなければならないものなどいろいろありますが、その量が多過ぎるようにも見え

ます。 

  一部会計の支出項目約３,６５０のうち、１,５００項目がそれらに当たります。全支出の

うち約４１％が帳面や書類の処理だけで支出されています。これに職員の給料、手当の項目

を加え、また、別の事業名になっていても内容がほとんど謝金で終わるものを加えると、支
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出のうちの半分以上が帳面や書類の点検だけでなされていることになります。 

  安さ、手軽さを求める割合が多くなれば、いっそのこと、民間経営にすればどうでしょう

か。人件費は安くなる。民間の労働者の仕事量は公務員と違います。能率が数段よくなるこ

とは間違いないでしょう。 

  このところ災害が多く発生しています。災害復旧設計の多くの部分がコンサルタントへの

発注であります。事務職も産業部に所属する職員も自分で汗をかかないでいては、将来の糸

魚川市はどうなるのでしょうか。自分で経験し、経験した分のノウハウを蓄積し、自分の中

に、事に当たったときの判断基準をしっかりと持っていなければ、対処のしようがないこと

になります。その判断や対処方法も、何回も数を重ねたり、新たな経験を重ねることによっ

て正しい判断ができるようになるのです。 

  働き方改革や人材育成の部分で、糸魚川市は努力が足りないと思いますが、どのように感

じていますか。人材を育成していかなければ、自治体間競争におくれをとることは間違いあ

りません。市役所の経営、糸魚川市の経営は書類の操作や、委託だけでは成り立ちません。 

  現場へ多く出るような、または直接市民に問いかけるような行政をすべきと思いますがい

かがですか。 

１回目の質問を終わります。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

おはようございます。 

髙澤議員のご質問にお答えいたします。 

１点目につきましては、青海地域では、２６年度に４地区公民館、１６支館体制に移行した際に、

支館長への報酬は終了させていただきましたが、公民館主事を基準とする人数まで採用しない間は、

暫定的な措置をとっております。 

なお、青海地域の支館は、社会教育から住民自治活動まで幅広く取り組んでおられ、他の地域と

は異なる実態があることを認識いたしておりまして、今現在、検討させていただいております。 

２点目につきましては、議員ご指摘のように現場への直接出向いたり、市民の皆様から直接ご意

見をお聞きしたりすることにより、経験値を高め、的確な判断ができる職員を育成することは非常

に重要なことと考えております。本年度は、駅北大火の復興や豪雨、台風などによる災害が多発し、

多様な全ての業務を職員で対応することは難しい状況にあります。外部に委託する割合が高くなっ

ておりますが、人材育成の面からも可能な限り職員が実施することに努めてまいります。 

以上、ご質問にお答えいたしましたが、再度のご質問によりましては、所管の部・課長からの答

弁もございますのでよろしくお願いいたします。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

髙澤議員。 

○１９番（髙澤 公君） 
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市長、ありがとうございました。 

それでは、公民館の支館の問題からちょっとお尋ねしますが、青海地域の支館の中で一番大きい

のは須沢支館であります。須沢の支館は、対象とする世帯数が８９４世帯、ほとんど９００世帯と

言ってもいいぐらいの大きな支館でありますが、今までどおり、合併前のとおり公民館の仕事をし

ております。仕事の量は変わっておりません。 

それで、公民館制度を見てみますと、糸魚川市に２１の公民館がありますが、その中で須沢地域

の約９００世帯より大きい公民館が５つあります。その５つのうち２つは青海地域にありまして、

後は糸魚川のほうで３つある。要するに須沢は３支館とはいえ、公民館の順番でいっても、およそ

大きい順番でいっても６番目になるわけですね。６番目に値する。 

それともう一つ、世帯数が２００に満たない公民館、これは青海地域にも２つありますが、糸魚

川、能生地域、合わせて３つございます。それ以上のやっぱり職員が１人なり１.５人なり、張り

ついておるわけでありまして、それは市の職員ですから、当然、報酬もいただいておるということ

なんですが、この数のアンバランス、これはどういうふうに考えておりますか。どこに公平性とい

うものが保たれてあるんでしょうか。それをちょっと伺います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

渡辺生涯学習課長。 〔教育委員会生涯学習課長 渡辺孝志君登壇〕 

○教育委員会生涯学習課長（渡辺孝志君） 

おはようございます。 

髙澤議員のご質問にお答えします。 

今、公民館の規模、人口世帯、それと職員の配置数の基準はどうかというお尋ねかというふうに

思っております。これにつきましては、平成２１年８月に糸魚川市公民館体制検討委員会というも

のがありまして、平成２０年６月から１０回の議論を重ねて取り組んでまいりました。その議論を

重ねた中での配置基準ということで、その配置基準を尊重しまして各世帯の大きさに応じて職員の

配置、定数、基準というものを設けて、今現在も取り組んでいるものでございます。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

髙澤議員。 

○１９番（髙澤 公君） 

平成２１年ですか、これをつくったと。新しい公民館制度をつくった。それはわかりますよ。そ

のときにも青海地域の公民館長、当時は公民館長ですわね、公民館長から強い反対があったという

ことを聞いておる。それと、もう長らく１０年ぐらいやってみて、これはまずいなと思ったら直さ

なきゃいかんでしょ。全然まずいと思ってませんか。どこかに公平性がありますか、ここに。どう

ですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

渡辺生涯学習課長。 〔教育委員会生涯学習課長 渡辺孝志君登壇〕 
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○教育委員会生涯学習課長（渡辺孝志君） 

お答えします。 

確かに答申を受けてるのは２１年度、２１年ということになるんですけども、それを受けまして

公民館体制が始まったのが、青海地域では平成２６年度から今の４館体制という形でスタートして

おります。実質的に、暫定的、激変緩和措置とか移行のためのいろいろ準備期間もございましたの

で、そういった期間を過ぎますと実質のスタートが２８年度というふうに考えております。まだ本

当に新公民館体制へ全て移行して、まだ２８年度、ことしは２９年度ですので、もうしばらくこう

いった状況を、職員の配置も含めながら、検証しながら、今後の動向を見ながら見直しは必要であ

るというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

髙澤議員。 

○１９番（髙澤 公君） 

ちょっとお尋ねしますが、一番小さい公民館で職員の配置が１.５人というふうになってますね。

これは労務賃金でどのぐらい支払われておるんですか、労務賃金は。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

渡辺生涯学習課長。 〔教育委員会生涯学習課長 渡辺孝志君登壇〕 

○教育委員会生涯学習課長（渡辺孝志君） 

お答えします。 

規模でいきますと、職員の数でいいますと１人もしくは１.５人というところは、小さいところ

になってくると思うんですが、公民館主事につきましては、月額１６万円で運営のほうをお願いい

たしております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

髙澤議員。 

○１９番（髙澤 公君） 

月額１６万円が１.５人ということでしょ。そうすると年に直すと２００万超してしまいますよ

ね。これが２００に満たない公民館です。 

ですが、約９００ある須沢の支館長は無報酬ですよ。公平だと思いますか、どう思います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

渡辺生涯学習課長。 〔教育委員会生涯学習課長 渡辺孝志君登壇〕 

○教育委員会生涯学習課長（渡辺孝志君） 

確かに議員のおっしゃる須沢地区というのは、非常に大きな規模の公民館であるというふうに考

えております。支館長におきましては、確かに旧青海町のときには、報酬という形で月額幾らとい

う形で当たっとったというふうに認識をしております。 

しかしながら、今の支館長の業務を見ていきますと公民館の業務と、それとあと付随して住民自
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治組織の自治会の組織の業務という２つの機能を重ね合わせておられるというふうに私は思ってお

ります。 

公民館の業務につきましては、今の１６支館長さんというのは各それぞれの４支館の中の公民館

管理運営委員会に携わっていただいておりまして、そちらのほうに出席される場合については、労

苦に報えるかどうかというものにはならないと思うんですが、費用弁償という形で出席に応じてお

支払いをしておりますし、あと１６支館の連絡協議会というものであった場合についても１回当た

り幾らという形で、お集まりいただいたご労苦に対しては、少しばかりではございますけども、ご

労苦に対して何とか対価を払っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

髙澤議員。 

○１９番（髙澤 公君） 

そういう話は、９月の議会のときも聞きましたよ。私の言うのは、公平性があるかということを

聞いてるんですよ。どうですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

渡辺生涯学習課長。 〔教育委員会生涯学習課長 渡辺孝志君登壇〕 

○教育委員会生涯学習課長（渡辺孝志君） 

確かに人口規模に応じた基準というのは、平成２１年度の答申に基づいて行っておりますので、

今後、その基準を今は尊重してやっておりますので、これはこれで今取り扱いとしては答申に基づ

いたものであるということで認識をしております。 

ただ、今後、人口の推移とか状況の変化によっては見直さなければならないというふうに思って

おりますが、今現在は、その基準に沿って粛々と進めているというふうに思っております。 

確かに人口規模から１人当たりの住民人口に対して主事の数が事実上バランス、開きはあるとい

うふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

髙澤議員。 

○１９番（髙澤 公君） 

大きな開きがあるということは公平性がないということかね、どういうことなんだよ、はっきり

答えなきゃだめだよ。公平性があって、誰が見てもこれは正しいという公正性があって、公平性と

公正性があってこそ、初めて行政と言えるんじゃないかね。やっぱりおかしいなと思うことは直し

ていかんならんと思うんだけど、直していこうという気はありますか、どうですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田原教育長。 〔教育長 田原秀夫君登壇〕 

○教育長（田原秀夫君） 

お答えいたします。 
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公民館制度の統一ということで、今まで３地域が、それぞれ形も運営も違ったものを１つの形に

まとめたというのが２２年でありました。その際に検討したときにもいろいろな課題が出ておりま

すし、今現在もまだ１つの形ということでないと思っております。今、髙澤議員ご指摘の公民館主

事の労苦に対する賃金と、それから支館長さんのご労苦に対する報酬が公平性がないのではないか

というご指摘であります。確かにどちらの方も日々、地域のためにご尽力されておられるというこ

とは認識をしております。 

ただ、お願いしてるところは、公民館の支館長さんについては公民館の業務と、それから地域の

自治会の活動に携わる業務と両方がございます。 

公民館の業務につきましては、先ほど渡辺課長が説明しました。不十分かもしれませんが、それ

ぞれの活動に対する手当てをしてるものであります。 

自治会活動につきましては、青海地域は一体となっておりますので、支館長さんが両方の兼務を

されております。また糸魚川、能生につきましてはそれぞれの、兼務という形は少ないんですが、

それぞれ公民館の活動、また自治会については区長さん等が活動をされております。そういうもの

が今、市としては一体としておるものではございませんので、そこに対して報酬を支払っていない

というところでございます。そのために青海地域の支館長さん、地域のために頑張っておられると

ころに対する報酬というものは、今のところはお支払いをしてはおりません。 

ただ、今後ですが、人口ですとか社会情勢の変化ですとか、また地域を守るためにどのような活

動をしていただくか、活躍をしていただくかということにつきましては、当初、市長がご答弁させ

てもらいましたが、検討をしてまいらなければいけないという今の現状でございます。 

以上でございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

髙澤議員。 

○１９番（髙澤 公君） 

教育長が検討していくということをやるんであれば、十分検討していってもらいたいと思います

よ。 

私が一番心配するのは、要するにただでさえそういう役職につきたくない、喜んでやる人がいな

い、その上、いや、それやったって報酬も何もないんだもんということを理由にして、またそうい

う組織が続いていかんようなるんじゃないかと思って心配しとるんですよ。それで、旧の青海町で

支払っとった報酬なんていうのは、ほんのわずかな、わずかなもんで、そのお金が欲しいから支館

長を受けるという人はいないと思いますよ。その大方はお金でいいんですが、ほんのわずかなもん

ですから、何らかの方法でやっぱり面倒を見てやらんなんと私は思いますよ。公民館の仕事だ、自

治会の仕事だと今分けてるけどほとんど変わらんですよ、同じでしょうがそれは、やることは。そ

れで、その小さい公民館がどうのこうのというんじゃないんだけど、もちろん頑張ってやってもら

わなきゃいけないんだけども、１つの例として２００人に満たない公民館でも年間２００万を超す

報酬を払っとる。そういう現実もあるんですよね。やっぱり公平性というものを見なきゃ。公平が

保てるようにやってもらわんきゃいかん。 

市長にもお願いですが、やはり行政というのは公平を保った行政でないと、１カ所だけ重く見て、
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後は見ないよというやり方じゃだめなんで、公平性を保つような形で行政をやってもらいたい。特

に青海の支館の問題は、いろんな経過をたどって今のような格好になったんですが、その経過をた

どる中にも非常に強い反対の声があったんです。そういうものをみんなつぶされてきて今の状態で

すから、近いうちに見直してもらいたいと思いますんで、ぜひお願いしたいと思いますが、どうで

しょう。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

今ほど職員がお答えさせていただいたように、移行して間もない部分もございますし、今検討を

いろいろ内容を把握しながら進めていきたいと思ってますので、もう一度やはり、合併して、そし

てその公民館体制というものを築き上げてきたわけでございますので、実施してどうなったという

検証をしっかりしていく中で、このお答えを出させていきたいと思っておりますので、よろしくお

願いいたします。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

髙澤議員。 

○１９番（髙澤 公君） 

ありがとうございました。ぜひよろしくお願いいたします。 

それでは、２番目のほうの質問に入ります。 

市の仕事をいろんな形で委託をしてるというのが、これは２０１５年の政府の骨太の方針ですよ

ね。それで、委託できるところは委託していきなさいという方針が出てるんで、これについては国

の方針ですから、糸魚川市はやっちゃいかんよということは私言いませんが、非常に気になるのは、

骨太の方針でも言ってますけれども、民間委託することによるメリットとして行政、要するに公共

のサービスの無駄をなくす。それと公共サービスの質の改善を図る。それと民間活力を生かしなが

ら歳出を抑制する。この３つが挙げられるんだけど、これはあんた方だけではできないことか。民

間にやらんともうこれは達成できるというふうにあなた方は理解してますか。どう思ってます、こ

れは。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

金子総務部長。 〔総務部長 金子裕彦君登壇〕 

○総務部長（金子裕彦君） 

お答えいたします。 

社会が複雑・高度化してきている状況を踏まえて、行政がやるべき業務の中で専門性が必要にな

ってくるものとか、あるいは民間に任せたほうがスケールメリット的に効率的、格安にできるとい

うような業務の分野もございます。そういう状況を踏まえながら時代の趨勢を把握しながら、民間

でサービスを提供していただいたほうが、より質の高い、あるいは格安にサービスができるという
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ような業務の分野については、できるだけ民間の皆さんの活力を活用して実施をしていくというよ

うなスタンスで考えております。当然、民間に委託した業務について、全体的に統括管理していく

のは行政の役割でございますので、職員の資質としても民間に委託した部分の、統括的な管理をで

きるという分野での基礎的な知識・技能というものは、当然、必要だというふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

髙澤議員。 

○１９番（髙澤 公君） 

今、部長が答えたことが私そのままいい答えになればいいんですが、じゃあ民間にあった、民間

から上ってきた成果をチェックする能力、民間がやってきたものをチェックする能力というのは、

どうやって養っていく予定ですか。それは経験しなきゃできないんだよ。どう考えます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

金子総務部長。 〔総務部長 金子裕彦君登壇〕 

○総務部長（金子裕彦君） 

お答えいたします。 

先ほど申し上げましたけれども、それぞれの業務の高度化していろんな機械が出てきたり、ある

いは仕組みといいますか、そういう面での技術的な革新の分野がございますけれども、いずれにし

ても基本的な業務の根本になる部分というのがあります。そういう部分については、職員のほうで

知識・技能をしっかりと習得し、対応していく必要があると思っております。 

そういう中では当然、現場を踏みながら経験を重ねてそういうものがついてくる部分もあります

ので、当然、現場のほうに出向いて、現場を十分熟知した上で民間の皆さんに業務委託をした成果

について基本的な知識を置きながらチェックしていく必要があると思っております。 

また、さらに必要な部分については、ほかの方の知識とかという部分も、力を借りながらチェッ

クする必要もあるというふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

髙澤議員。 

○１９番（髙澤 公君） 

私、見とると、やはりそういうチェック能力を持つ人間を育てるということが、そういう教育を

してないと思いますよ。職員研修の予算を見ても毎年同じような感じな予算なんね。内容はどうな

っとるか知らんけども、やっぱり人材育成の教育というのはやっていかんといけないと思いますが、

それに対して何か特別なことをやってますか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

山本総務課長。 〔総務課長 山本将世君登壇〕 

○総務課長（山本将世君） 

まず、経験を積む部分につきましては、確かに職員それぞれが経験を積むことは大切でございま
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ただ、そういった人員削減、またそういった部分の中で、業務量等の兼ね合いの中で、できない

部分につきましては、経験をした職員もおりますので、そういった部分については職場内での研修

等を通じる中で引き継ぎをしていただくようにしております。 

また、新たなものということではございませんが、やはり新たな発想、そういった部分も大切で

ございますので、そういった部分につきましては、外の研修、いい講師の部分の中での研修を受け

る機会の中でそういった発想をいただけるように、職員についてはそういったものに派遣をさせて

いただいております。また、戻ってきた段階におきましては、その内容について職場内等で周りの

ほうにお知らせする、また同じ課で検討すると、そういった部分を設けるように極力配慮をしてる

とこでございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

髙澤議員。 

○１９番（髙澤 公君） 

今、課長が答弁されましたが、１００の講習より、やっぱり１つの実践ですよ。現場へ出ていか

なきゃだめ。市民の中へ入っていかなければ答えは見つからんと思いますよ。そういう行政を目指

さんきゃいかん。そういうことを指導しているかどうか、どうですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

金子総務部長。 〔総務部長 金子裕彦君登壇〕 

○総務部長（金子裕彦君） 

常日ごろの中で職員が地域の活動に参加をしたり、あるいはボランティア活動であったりという

部分について、積極的に地域の皆さんとかかわりながら、業務上はもちろんなんですが、業務以外

でも今申し上げたようなかかわりを持ちながら市民の皆さんと対話を、あるいはコミュニティを重

ねながら行政を運営してくということで、職員のほうにはそのような奨励をいたしております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

髙澤議員。 

○１９番（髙澤 公君） 

ぜひそういった部分の教育をしっかりやってもらいたいと思います。 

先ほど１回目の質問のときに災害のことでちょっと触れましたが、建設課長、建設課長が奉職さ

れたころは、昔は災害があれば測量機器をかついで現場へ飛んでいったと思うんですよ。それが今、

皆さんみんなそういう時代だと思いますよ、それがみなあんた方の人間力になっとるわけだ。人間

力を磨くというのは、やっぱり現場を踏んで経験しなけりゃできないことだと思うんで、ぜひやっ

ていただきたいと思います。 

今回は、市長の１回目の答弁でもありましたが、災害が上越圏内で１６０件近くある。糸魚川で

約３５から４０ですね。糸魚川のために上越の測量会社が来れない、そういうような状況になった

ときに、やはり自分たちのできるというものを養っとかんといかんと思いますわね。ぜひそんなこ
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とで人間力を持っているあんた方が、次の世代を育てていかんならん、教育していかんならん、そ

う思うんで、ぜひお願いしたいと思います。 

それと前回の質問のときに、屋根雪おろしの件で民生・児童員がほとんどやってるということを

言ったら福祉事務所長は、山間地ではそのような状況があるようですという答弁だったんですが、

私はその話を聞いたときには、平場の民生・児童員から聞いておるんですよ。それで、屋根雪おろ

しを全部、民生・児童員に任せている。自分たちは何もしないのかどうか、平場はどうなっている

んですか、山間地だけじゃなくて。何かやってます、どうですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

水嶋福祉事務所長。 〔福祉事務所長 水嶋丈明君登壇〕 

○福祉事務所長（水嶋丈明君） 

お答えいたします。 

平場におきましても積雪状況に応じて、家の前、通路までの除雪というのは状況に応じてしてい

ただいているところであります。 

直接、福祉事務所として私ら職員が出向くということは今のところしておりません。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

髙澤議員。 

○１９番（髙澤 公君） 

やっぱりあれでしょ、職員が実際動いてないでしょ。だから、屋根雪おろしのときには、どうい

う問題があるんで、どこ直さんきゃいかんのだということが、全然ノウハウとしてたまってないん

だよね。だから、そういうことを聞かんきゃ行政じゃないでしょうが。やっぱり現場へ出て、現場

の声を住民の声を聞くことですね。ぜひそれをやってもらいたいというと思うけど、行って、スコ

ップ持っていって屋根雪おろせというんじゃないんですよ。だけど、現場へ行ってどうだと、その

ぐらいはやっぱりやらんといかんと思うよ。ぜひやってもらいたい。何かあるか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

斉藤定住促進課長。 〔定住促進課長 斉藤喜代志君登壇〕 

○定住促進課長（斉藤喜代志君） 

多少、補足になるとは思うんですけど、中山間地、特に高齢化の著しいとこについての地域いき

いき集落サポーター事業というのを定住のほうでやっております。これはサポーターのボランティ

アを募集してやっとるんですが、職員かなりボランティアのその中に入っておりまして、昨年はあ

りませんでしたが、過去においては大雪のときに、これは民間の個人住宅とかというのは行かない

んですけど、集落センターとかの屋根雪おろしとか、雪かきとか、そういったものをサポートする

というようなこともやっております。そういった中で、現場カンは学べている部分もあるんではな

いかというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 
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岩﨑市民部長。 〔市民部長 岩﨑良之君登壇〕 

○市民部長（岩﨑良之君） 

屋根雪おろしにつきましては、民生委員の皆様からいろいろやはり申請とかございますので、手

配をしていただきますが、実際、課題としては多く雪が降ったときに、やはり業者の手配ができな

いというようなご相談をいただく中で、そういう業者のあっせん等につきましては、市のほうでさ

せていただいておりますし、先ほどから議員おっしゃったように、やはり現場のいろいろな課題に

ついては、民生委員なり、また現場のほうで確認をするような形にさせていただきたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

髙澤議員。 

○１９番（髙澤 公君） 

いろんな問題あるんでありますけど、今、私は屋根雪という問題で話をしておるんですが、現場

へ行ってみると、これは前にも言ったことあるんだけど、雪捨て場がないから早川の新町へおろし

た雪を姫川まで運んで捨てる。そういう行政じゃ、これいかんと思うよ。そのお金はやっぱり困っ

た人が出すんだから。もっと早川の近いとこで雪捨て場をつくってやらなければ、個人の負担が多

くなるばっかりでしょ、そういう問題もあるんだよ。そういうことをノウハウとして持っとれば、

除雪計画をつくるときに建設課と話して、雪捨て場をもっとつくってくれ、そういう話ができるわ

けだ。あるいは山間地へ行くと、道路からうちはちょっと引っ込んどる。普通なら道路と平なんだ

けど、ロータリーが走っていくもんだから、どんどん壁ができて、しかも道路のほうに面してると

こは、直角の壁になっていく。これはとてもじゃないけどおっかなくて表で出れんわねと、こうい

う話だよ。じゃあそれをどうするか、そういうことをわかってないんだよ。おまんたね、そういう

出てきた書類を見てただけで、はいわかった、はいわかったで金出すだけ、全然ノウハウをつかん

でない。そういう行政じゃだめでしょうが。 

それで、定住促進課長にちょっと伺いますが、地域づくり加速化事業というのは、これは事業の

内容はどういう内容ですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

斉藤定住促進課長。 〔定住促進課長 斉藤喜代志君登壇〕 

○定住促進課長（斉藤喜代志君） 

お答えします。 

昨年度でいけば、ことしもそうなんですけど、地域づくりプラン、各地区でつくっていただいて

おりますが、その地域づくりプラン、まだできていないところ等について地域の皆さんの地域課題

とかを少しテーマにしながら話し合いを促進して、地域づくりプランに向けての意識醸成を図りた

いといったところでワークショップを展開しているものでして、それらに使ったコーディネーター

やワークショップの運営費用というものに利用しております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

髙澤議員。 
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○１９番（髙澤 公君） 

これは９月の議会のときに資料を請求して出してもらった資料なんだけど、地域づくりプラン策

定モデル地区で磯部、西能生、の西海でやっておりますが、ワークショップが８回とか７回とかや

ってますよね。それで、これは各地域各回、全部違う内容なんですか。地域が違うけど、内容は一

緒なんですか。どういうんですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

斉藤定住促進課長。 〔定住促進課長 斉藤喜代志君登壇〕 

○定住促進課長（斉藤喜代志君） 

こちらの磯部、西能生、西海地区につきまして、それぞれ複数回のワークショップをやっており

ますが、それぞれ地域のやはり状況、それから話し合いの進度、そういったことによって、毎回そ

れぞれの地区での毎回のプログラムも違いますし、それぞれの地区のプログラムのつくり方につい

ても違っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

髙澤議員。 

髙澤議員、総論のほうへ行っていただきたいと思います。 

○１９番（髙澤 公君） 

これは私とすれば、要するに労働を伴わない支出というふうに思っておるんですけど、どうでし

ょうか。 

○議長（五十嵐健一郎君） 

暫時休憩します。 

 

（午前１０時４９分 休憩） 

 

（午前１０時４９分 開議） 

 

○議長（五十嵐健一郎君） 

休憩を解き会議を再開いたします。 

髙澤議員。 

○１９番（髙澤 公君） 

これは２２回やってんですよね、ワークショップ全部で。定住促進課の職員に聞いて、何でおま

えたち、こんなに数やっとんのにやれないんだと聞いたら、いや、とてもじゃないけど私らできま

せんわ。もう最初っからそういうことなんね。ちょっとでもノウハウとって、自分たちでやってみ

ようという気はなかったんだろうか、これは。全部で２５０万ほど払っとるんですが、自分たちで

ちょっとでもやってみようということはできんかった、どうですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 
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斉藤定住促進課長。 〔定住促進課長 斉藤喜代志君登壇〕 

○定住促進課長（斉藤喜代志君） 

お答えします。 

２２回プラス、まだ現地確認とかもそれぞれやっておりまして、それの費用についてと、それか

らそれぞれのワークショップのプログラムだけではなくて、できたワークショップの中身の成果の

まとめといったものもみんなやっていただいておりますので、ワークショップの回数が、その日の

夜一晩だけという部分での費用支出ではないというふうに理解しておりますし、こういったものを

通じて、職員はスキルを学んでいるというふうに考えております。今後、地域づくりプランの策定

について職員どうしていこうかというのは、また今の職員の体制、それから、それぞれの職員が持

っているこういった能力、それらによってまた仕掛け方が変わってくるかと思いますが、少しずつ

職員がそういったワークショップを展開できるようにということで、現在研さんを積んでおります。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

髙澤議員。 

○１９番（髙澤 公君） 

それでは、回を重ねていけば今度は職員でできるというふうに思っておりますか。あるいは職員

で半分ぐらいできるというふうに思っておりますか、どうですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

斉藤定住促進課長。 〔定住促進課長 斉藤喜代志君登壇〕 

○定住促進課長（斉藤喜代志君） 

かなりの回数をそれぞれの職員が体験しているというところでのそれぞれの能力というのは上っ

てきているというふうに、私、実感しております。ただ、今後そういった今までやっていただいた

ことを、じゃあ職員ができるようになってきているか、大分できてる、できるようになってきてい

るというふうにも理解しております。ただ、今後、全てそういったものは自分たちで、職員だけで

やるんだというところについては、実はそこら辺については、まだ疑問符といいますか、少し問題

があろうかというふうに思っております。 

というのは、職員だけが行ってやるというものと、第三者の方が来てやってもらうという部分で、

十分その参加者の受け取り方というのが随分と違ってきます。そういったものは時と場合とか、場

所とか地域とかどんな内容について話し合うんだということで選択をしていければいいかなという

ふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

髙澤議員。 

○１９番（髙澤 公君） 

これからまたいろんな地区で同じことやっていくんだろうと思うんですが、やはりそういうとこ

ろでちょっとでも節約していくというのが行政改革の基本だと思うんだね。そういうことを考えな

がらやってもらわないといかんと思いますよ。やっぱりもう委託したんだからお任せしちゃったか
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らいいやという感じでは、私はいかんと思う。 

行政全般について、やはり職員の資質の向上というものについて教育していかんなんと思うんで

すが、部長どうですか、これは。どう思います、その教育という部分では、職員の。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

金子総務部長。 〔総務部長 金子裕彦君登壇〕 

○総務部長（金子裕彦君） 

お答えいたします。 

職員の資質の向上については、終わりのない不断の努力が必要だと思っております。高めていく

ためには、日常業務における職員相互の研さんの部分もありますし、また庁外での専門的な研修、

あるいは先進地を見たりというような外部での研修、両方の視点をあわせ持ちながら、日常、不断

の努力を重ねていく必要があるというふうに思っております。それによって行政の効率、あるいは

質を高めていくということが極めて重要だと思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

髙澤議員。 

○１９番（髙澤 公君） 

やはり日本の政府の方針も変わってきますね。これも骨太の方針なんつってて、それの中に民間

に委託できるものは委託しなさいという方向で動いていくわけだ。そういう社会の流れがある。そ

れで、やっぱり流れは速いですから、それに対応できるような職員をつくらんなん。そこら辺十分

視点を置いて、これから進めてもらいたいと思います。 

以上で終わります。 

○議長（五十嵐健一郎君） 

以上で髙澤議員の質問が終わりました。 

暫時休憩します。 

再開を１１時０５分といたします。 

 

（午前１０時５７分 休憩） 

 

（午前１１時０５分 開議） 

 

○議長（五十嵐健一郎君） 

休憩を解き会議を再開いたします。 

○議長（五十嵐健一郎君） 

次に、吉岡静夫議員。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

吉岡議員。 〔２０番 吉岡静夫君登壇〕 


